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「
竹
内
時
長
を
囲
ん
で
」

パ
ラ
費
受
賞
者
代
表
の
皆
さ
ん
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大洗

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
個
性
豊
か
と
協
力
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
各
種

な
地
域
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
今

団
体
等
に
対
し
て
、
毎
年
贈
ら
れ
て
い
閥
、
地
域
に
お
け
る
奉
仕
活
動
や
県
・

る
茨
城
県
パ
ラ
賞
の
印
年
度
褒
賞
が
、
町
の
諸
行
事
へ
の
参
加
協
力
が
対
象
と

大
洗
町
連
合
婦
人
会
(
出
口
そ
の
江
会
な
っ
た
も
の
で
す
。

宮
沢
)
に
決
定
し
、
去
る
日
月
回
目
、
茨
奉
仕
活
動
の
面
で
は
、
地
域
美
化
運

城
県
武
道
館
で
行
な
わ
れ
た
褒
賞
式
典
動
の
一
環
と
し
て
、
草
花
苗
の
植
込
み

で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
'
な
ど
の
花
壇
整
備
や
海
岸
清
掃
・
町
内

大
洗
町
連
合
婦
人
会
は
町
内
一
一
一
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
へ
の
参
加
、
或
い

(
磯
浜
・
大
貫
・
夏
海
)
の
婦
人
会
で
は
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
や
ラ
イ
患
施

組
織
さ
れ
、
単
位
婦
人
会
相
互
の
理
解
設
等
へ
の
慰
問
、
歳
末
た
す
け
合
い
運

動
へ
の
参
加
等
々
、
活
発
な
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
や
町
の
行
事
へ
の
参
加
協

力
で
は
、
筑
波
科
学
万
博
関
係
の
諸
行

事
へ
の
参
加
や
町
の
各
種
公
式
行
事
に

積
極
的
な
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
。

受
賞
後
、
回
口
会
長
さ
ん
は
、
「
私

達
の
さ
さ
や
か
な

1
環
境
美
化
・
福
祉

施
設
等
へ
の
慰
問
・
嶋
市
や
町
へ
の
参
加

協
力

l
等
の
事
業
が
認
め
ら
れ
、
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
今
後
の
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
」
と
、
謙
虚
に
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
御
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。



らあ 第169号 (2)L、おお昭和61年 1月1日

大洗町告示第25号

3事国倍。

地方自治法第243条の 3第 l項及び大洗町財政状況の作成及

び公表に関する条例によりわたしたちの町の財政状況(昭和60

年4月1Bより 9月30日)を次のとおり公表します。

昭和60年12月4日

執行済額…1，349，620千円
(執行率・・・34.6%)

昭和60年度一般会計
(性質男11)状況

(単位千円)

収入済額…1，648，367千丹
(収入率・・・42圃3%)

予算額…3，899，702千円宏内十す大洗町長

区 分 9月現計

入 f牛 費 1，422，943 

物 件 費 360，103 

維持補修費 24，402 

扶 E力 費 178，365 

補助費等 268，225 

普通建設事業費 1，133，672 

(1) 補 効 243，557 

(2) 単 j曲、 787，615 

(3) その他 102，500 

災害復旧事業費

公 {責 資 426，330 

干害 ¥T 金 10，537 

投資及びi己資金 640 

貸 付 金 10，840 

繰 出 金 49，590 

子 {蔚 費 7，447 

メ口入 計 3，893，095 

(単位:千円)

区 分 現計予算額
韓融事業費等 子構費支出

計 支出i斉綴 執行率操融額 及び流用増減

% 
1 ，議 ノ~ 費 91，964 91，964 43，707 47，5 

2， Hl: 務 費 783，352 3，607 100 787，059 336，332 42.7 

3 民 生 費 512，582 477 513，059 180，509 35.2 

4 俺 主主 費 332，033 332，033 133，675 40.3 

5 労 {動 費 300 300 。 。
6 農林水産業費 135，313 135，313 42，025 31.1 

7 街 エ 費 80，741 80，741 40，232 49.8 

8 二乞 木 費 900，753 3，000 903，753 162，881 18.0 

9. i肖 E詰 費 164，216 164，216 69，181 42.1 

10.教 育 費 333，750 333，750 145，084 43.5 

11 災害復 18費 1 1 。 。
12 公 {書 費 426，414 426，414 184，574 43.3 

13. ~者支出金 124，229 124，229 11 ，420 9.2 

14 予 {韓 費 7，447 ム 577 (3，870 

歳出合計 3，893，095 6，607 。3，899，702 1，349，620 34.6 

出)(歳

昭和関年慶予算執行状況(昭和60年 9月末現在)

(単位千円)

区 分 現計予算額
繰越事業費等 計予 収入済額 収入率
繰越額充当財源

。70〆

1 匝7 税 1，973，963 1，973，963 1，054，117 53.4 

2. j也方議与税 31，599 31，599 4，309 13.6 

3 税娯楽交施付金設利用 42，000 42，000 16，949 40.4 

4 交扇動付車金取得税 1百，096 19，096 7，222 37.8 

5. :t也方交付税 442，120 442，120 318，564 72.1 

6 交特通別j安交全付対金策 4，334 4，334 2，297 53.0 

7 分担金及ぴ負 73，427 73，427 30，997 42.2 担金

8 数使料用料及び手 144，390 144，390 71，097 49.2 

9 悶庫支出金 211，623 211，623 36，410 17.2 

10. ~県支出金 145，807 145，807 20，478 14.0 

11 財産収入 215，003 215，003 27，972 13.0 

12 寄 F甘 金 2，553 2，553 2，531 99.1 

13 繰 入 金 196，099 196，099 21，099 10.8 

14 繰 越 金 10，213 6，607 16，820 16，820 100.0 

15 諸 ヰE 入 234，168 234，168 17，505 7.5 

16. 11fT {責 146，700 146，700 。 。
歳入合計 3，893，095 6，607 3，899，702 1，648，367 42.3 

一般会言十
(歳入)

験昭和田年度特別会計歳入歳出予算執行状況調(昭和60年 9月末現在)
(単位:千円)

執 イ丁 自白

ぷ~、 日十 名 現計予算客員 汚品見 入 官主

紋入減額 収入率 支出I斉額 支出率

国民健康保|検特別会計 1，186，908 435，124 36.7% 445，716 37.60， 

老人保健特別会計 786，543 291，839 37.1 305，865 38.9 

収益的 323，652 172，380 53.3 123，597 38.2 

水道事業会計
資本的

(収入) 265，925 
3，854 1.4 27，186 8.2 

(支出) 332，923 

地方卸売市場 収益的
(収入) 60，643 

(支出) 56，482 30，116 49.7 24，833 40.9 
冷凍冷蔵事業会計

資本的 (支出) 4，161 

桜道土地区画整理事業会計 98，352 15，569 15.8 20，699 21.0 

サイクリングターミナル事業会計 20，015 12，232 61.1 10，346 51. 7 

公 平 委 員 ~ 

一般会計地方債現債高
(BB手口60年 9月末現在)

区 分 元金未償還額 構成比

長t 務 {責 322，518，742円 10.4% 

保健衛生債 66，440，198円 2.1% 

j二 木 f責 1，822，473，024円 58.5% 

公営住宅債 426，395，871円 13.7% 

J自 防 {責 56，086，000円 1.8% 

厚生福祉債 71，874，656円 2.3% 

教 育 {責 291 ， 972，434円 9.4% 

農林水産業債 43，916，265円 1.4% 

災害復旧事業債 7，128，731丹 0.2% 

特 wu {責 6，747，440fIl 0.2% 

メ口入 言十 3，115，553，361円 100.0% 

一般会計需有期産の状況

⑧土地・・・・・・・・・・・・・・・・・'2，043，728.29m'

1 行政財産・・・・ 407，774.91m' 

2 普通財産...1，635，953. 38m' 

@建物.....................56，276.04m' 

1 .行政財産ー...55，856.35m' 

2ゐ普通財産…ー・… 419.69m'

事有価証券・基金ー…ー 412，177千円

1 .有価証券ー・…・・・48，100千円

(昭和60年 9月米現在)

金......364，077千円2. 基

一
:
両
川
畑

一
、
金
百
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
一
口
九
七
番
地

加
藤
病
院

院

長

加

藤

理

殿

…

大
洗
軒
運
動
公
園
建
設
資
金
の
一

一
部
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
…

た

畑
一
、
町
民
憲
掌
の
碑
一
基

(
百
五
拾
万
円
相
当
)

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会

長

川

崎

美

殿

一

町
民
憲
章
制
定
を
記
念
し
て
町
一

一
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
参
拾
万
円
也

大
洗
町
成
問
町
四
一
一
夫
番
地

大
谷
美
代
子
殿
一

大
洗
町
教
育
振
興
事
業
の
一
部
一

一
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
五
拾
万
円
也

名
古
屋
市
中
村
区

下
米
野
町
一
ア
ニ
四

野

口

貢

殿

一

大
洗
町
老
人
福
祉
事
業
の
一
部
一

一
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台

(
参
拾
万
円
相
当
)

〔
ト
ヨ
夕
日
年
式
一
一
一
八
口
∞
〕
一

大
洗
町
磯
浜
町
四
九
六
四
番
地

小
沼
酉
之
助
殿
一

軒
公
用
車
と
し
て
町
に
寄
附
さ
一

一
れ
ま
し
た
。

一
、
金
拾
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
翌
九
番
地

中
山
勝
之
助
澱
一

大
洗
町
総
合
運
動
公
闘
建
設
資
一

一
金
の
一
部
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
一

一
ま
し
た
。

は
、
今
ま
で
通
り
の
老
齢
年
金
ま
た
は

通
算
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
人
も
今
ま
で
同
様
の
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
年
金
額
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

で
物
価
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上
が
れ

ば
年
金
額
が
山
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

悶
島
b
M隼
合
出
回

g
A

開
老
齢
年
金
や
老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
、
今
度
の
改
正
で

年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
今
度
の
改
正
に
お
い
て
年
金
額

が
減
額
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に
お
い

て
、
す
で
に
厚
生
年
金
ま
た
は
船
員

保
険
の
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方

関
心

¥
や
¥
適
制

¥
l
l

章、
b

出
刷

1v

腕
献
一
止
金
改
ぼ

間
現
在
、
母
予
年
金
や
遺
児
年
金

を
受
け
て
い
る
方
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
で
す
か
。

答
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
は
母

子
年
金
や
遺
児
年
金
は
遺
族
基
礎
年

金
と
い
う
名
称
に
変
わ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
は
、
由
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
が
死
亡
し
た
時
、

死
亡
さ
れ
た
方
に
生
計
を
維
持
さ
れ

間
船
員
保
険
の
老
齢
年
金
は
、
今

度
の
改
正
で
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
す
か
。

答
船
員
等
が
加
入
し
て
い
る
船
員

保
険
は
、
改
正
後
は
厚
生
年
金
保
倹

に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
船
員
等
の
方
は
、
会

社
に
勤
め
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同

じ
く
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
(
「
第
二

号
被
保
険
者
」
と
い
、
つ
)
と
な
り
ま
す
勺

そ
の
た
め
、
現
在
、
船
員
保
検
に

加
入
し
て
い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
奥
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年

て
い
た
遺
族
の
方
に
年
金
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
金
額
は
今
ま
で
よ
り
増
額

さ
れ
、
残
さ
れ
た
配
偶
者
や
子
供
が
受

け
る
と
き
は
、
定
額
の
六
O
万
円
(
昭
和

五
十
九
年
度
価
格
)
に
子
供
の
人
数
に

よ
り
加
算
さ
れ
た
額
が
遺
族
基
礎
年
金

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

四
月
か
ら
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

と
閉
じ
被
保
険
者
(
「
第
三
号
被
保
険

者
」
と
い
う
)
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な

奥
さ
ん
の
方
は
、
「
国
民
年
金
任
意
加
入

被
保
険
者
現
況
局
番
」
を
役
場
年
金
係

へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
六
十
一

年
四
月
か
ら
は
国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
船
員
保
険
の
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
改
ま
後
も
今

ま
で
通
り
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、

六
O
歳
以
上
の
方
(
大
正
十
五
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
に
つ
い
て

も
、
船
員
保
険
の
老
齢
年
金
ま
た
は
通

算
老
齢
年
金
の
年
金
額
が
変
わ
る
よ
、
つ

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
年
金
係
(
電

話
六
七

i
五
一
一
一
内
線
五
一
一
一
)
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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去
る
日
月
日
目
、
東
京
都
千
代
回
一
以
一

平
河
町
の
日
本
海
運
倶
楽
部
ホ

i
ルで、

信
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
に
対
す
る

一
袋
賞
行
事
が
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振

興
協
会
の
主
催
に
よ
り
盛
大
に
挙
行
さ

れ
、
席
上
、
「
大
洗
叢
染
」
中
山
勝
之

助
(
七
九
)
氏
(
大
洗
町
磯
浜
町
四
五
九
番

地
)
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郷
土
工
芸
品
産
業
の
振
興

発
展
を
図
る
た
め
、
永
年
郷
土
工
芸
の

制
作
に
携
わ
り
技
術
技
法
の
永
続
的
継

承
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
与

え
ら
れ
る
褒
賞
で
す
が
、
中
山
勝
之
助

健
藤
相
談
室

⑩ 

tJ 

ゼ、

(3)第169号

カ
ゼ
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
俗

に
カ
ゼ
と
一
言
い
ま
す
が
、
正
し
く

は
、
カ
ゼ
症
候
群
と
言
い
ま
す
。
そ

れ
は
呼
吸
器
の
炎
症
で
起
き
る
の
で

す
が
、
呼
吸
器
と
は
鼻
控
↓
咽
頭
↓

喉
頭
↓
気
管
↓
気
管
支
↓
姉
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
一

部
が
感
染
し
た
状
態
で
す
か
ら
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
み
ず
、
の
ど
の
痛
み
、

せ
き
、
た
ん
、
熱
な
ど
多
彩
な
症
状

が
出
ま
す
。

カ
ゼ
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ウ
イ

ル
ス
が
係
閣
と
な
り
ま
す
が
、
一
番

さ
ん
は
全
国
で
十
五
人
の
小
規
模
産
地

功
労
者
の
一
人
と
し
て
栄
、
え
あ
る
授
賞

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
は
、
大
正
ロ
年
、
那
珂
湊

商
業
学
校
(
現
、
県
定
那
珂
湊
二
日
間
)
を

卒
業
さ
れ
る
と
問
時
に
、
一
二
代
に
一
旦
る

紺
屋
(
中
山
染
工
場
)
の
四
代
目
を
継
が

れ
、
以
来
六
十
二
年
に
わ
た
り
家
業
に

精
進
さ
れ
、
新
造
漁
船
の
進
水
式
や

正
月
・
神
事
な
ど
祝
事
に
飾
ら
れ
る
大

漁
旗
を
は
じ
め
、
万
祝
・
鰻
幕
・
職
り

旗
・
印
半
天
・
風
呂
敷
・
手
拭
等
に
至

る
ま
で
、
品
目
な
が
ら
の
技
法
を
用
い
て

早
く
発
見
さ
れ
た
の
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
随
っ
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
カ
ゼ
症
候
群
の
中

の
一
種
と
言
え
る
わ
け
で
す
。

カ
ゼ
が
な
ぜ
冬
に
は
や
る
の
か
?

そ
れ
は
冬
の
気
温
と
湿
度
に
関
係
が

あ
り
ま
す
。
特
に
湿
度
が
却
%
位
に

な
る
と
ウ
イ
ル
ス
は
な
か
な
か
死
な

ず
、
日
%
位
に
な
る
と
殆
ん
ど
す
ぐ

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
室
内
を
暖
か
く
、
適
度

の
温
度
を
保
つ
こ
と
が
大
切
な
わ
け

で
す
。予
防
・
治
療
に
ワ
ク
チ
ン
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
流
行

し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
に
合
っ
て
い
な

い
と
効
か
な
い
わ
け
で
す
。

現
在
は
流
行
す
る
と
思
わ
れ
る
も

巾
広
く
製
作
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は

ごヱ
J

怠
の
五
代
目
中
山
精
一
(
五
一
)
氏

と
お
孫
さ
ん
の
中
山
真
司
令
一
一
)
さ
ん
と

共
に
、
伝
統
的
家
業
を
守
り
続
け
て
い

ま
す
。中
山
さ
ん
は
往
時
を
偲
ぴ
、
「
北
臼
は
出

漁
し
た
船
が
大
漁
の
時
、
そ
の
漁
獲
量

に
よ
り
大
漁
旗
を
一
本
、
二
本
と
立
て

浜
に
知
ら
せ
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
無

線
で
知
ら
せ
る
の
で
そ
の
必
婆
も
な
く

な
り
、
ま
た
、
万
祝
に
し
て
も
ジ
ャ
ン
パ

ー
な
ど
に
変
っ
て
、
今
で
は
民
謡
や
民

舞
な
ど
の
舞
台
衣
裳
と
し
て
使
わ
れ
、

半
一
大
に
し
て
も
祭
り
半
天
が
殆
ん
ど
で

す
J

」
と
、
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、
去
る
日
月
刊
日
、
授
賞
報
告

に
町
長
室
を
訪
れ
た
際
、
伝
統
的
工
芸

品
産
業
振
興
協
会
か
ら
副
賞
と
し
て
贈

呈
さ
れ
た
功
労
褒
賞
金
(
金
拾
万
円
也
)

を
、
そ
っ
く
り
、
大
洗
町
の
事
業
に
お

使
い
下
さ
い
、
と
寄
附
の
申
し
出
を
さ

れ
竹
内
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

前
で
は
、
ご
厚
意
に
感
謝
し
ご
寄
附

の
趣
旨
に
そ
う
べ
く
適
切
に
使
用
す

る
こ
と
子
検
討
し
、
有
難
く
寄
附
受
け

入
れ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
授
賞
に
よ
り
郷
土
大
洗

の
~
伝
統
的
工
芸
技
術
が
広
く
世
に
紹
介

さ
れ
、
町
と
し
て
の
喜
び
も
大
き
く
、

中
山
さ
ん
ご
一
家
め
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

め
を
予
測
し
、
か
つ
複
数
の
ワ
ク
チ

ン
を
造
り
使
用
し
て
山
る
の
で
別
%

位
の
効
果
を
得
て
い
ま
す
。

槌
っ
て
完
全
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
や
は
り
品
目
な
が
ら
の
安
眠
・

栄
養
・
保
温
・
湿
度
と
い
う
こ
と
が

大
切
な
わ
け
で
す
。

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
)

去
る
日
月
初
日
仰
、
大
洗
町
消
防
回

(
谷
田
部
吉
蔵
団
長
以
下

m名
)
・
大
洗

町
消
防
本
部
主
催
に
よ
る
、
昭
和

ω

年
度
大
洗
町
秋
季
消
防
訓
練
が
大
洗
町

立
第
一
中
学
校
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。当
日
午
前
9
時
、
大
洗
町
は
震
度
6

(
烈
震
)
の
地
震
に
み
ま
わ
れ
各
所
に
被

害
が
続
出
、
こ
の
た
め
大
洗
町
立
第
一

中
学
校
理
科
室
よ
り
出
火
、
校
舎
全
体

一
に
延
焼
し
は
じ
め
た
と
の
想
定
に
よ
り

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ギ
煙
が
各
所
で

わ
き
上
が
る
な
か
、
大
洗
町
消
防
本
部
の

火
災
発
生
の
指
令
に
よ
り
、
第
一
中
学

校
生
徒
に
よ
る
避
難
訓
練
・
大
洗
町
消

防
団
(
9
個
分
団
)
に
よ
る
放
水
火
災
防

ぎ
よ
訓
練
・
中
学
校
屋
上
か
ら
消
防
署

職
員
に
よ
る
救
助
・
救
急
活
動
訓
練
等

が
本
番
き
な
が
ら
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
震
に
よ
る
中
高
潜
建
築
物

火
災
に
対
す
る
防
火
・
救
助
活
動
の
訓

練
を
行
な
い
、
消
防
技
術
の
錬
磨
を
は

か
り
、
町
民
の
防
災
に
対
す
る
理
解
と

災
窓
口
予
防
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と

も目。襲の生活文化の遣いもも

イギリス婦人iこよる

の講

こ
の
た
び
、
日
本
核
燃
料
開
発
株
式

会
社
の
好
意
に
よ
り
、
メ
ア
リ
!
・
イ
・

ピ
ッ
ク
マ
ン
さ
ん
を
迎
え
て
、
婦
人
学

級
、
婦
人
会
役
員
の
合
同
研
修
会
が
中

央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

メ
ア
リ
ー
さ
ん
は
、
銀
髪
、
長
身
で

気
口
聞
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
方
で
、
ご

主
人
は
イ
キ
リ
ス
の
元
原
子
力
研
究

所
長
を
つ
と
め
ら
れ
一
緒
に
ヰ
十
年
間

日
本
に
来
ら
れ
、
地
域
の
入
に
少
し
で

も
イ
キ
リ
ス
の
生
活
を
知
っ
て
頂
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
お
話
し
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
講
義
は
、
通
訳
と
し
て
、
同
社
の
山

下
副
部
長
が
当
た
ら
れ
「
日
本
と
イ
ギ

リ
ス
の
生
活
文
化
の
違
い
」
と
題
し
て
、

一
一
言
葉
、
教
育
と
若
い
人
、
ス
ポ
ー
ツ
、

気
候
、
花
と
動
物
、
医
療
、
宗
教
な
ど

多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
大
変
気
さ
く
に

興
味
深
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

主主必
仁3

f了必
表青必
少必
年必
彰の

こ
の
た
び
「
大
洗
町
教
育
振
興
基
金

条
例
」
に
恭
づ
く
「
大
洗
町
青
少
年
の

よ
い
行
い
を
た
た
え
る
規
則
」
が
町
教

育
委
員
会
の
議
決
を
経
て
公
布
さ
れ
ま

し
た
。去
る
十
一
月
ニ
十
日
、
役
場
会
議
室

に
お
い
て
各
小
中
学
校
長
か
ら
推
せ
ん

の
あ
っ
た
よ
い
行
い
を
し
た
児
童
生
徒

二
十
七
名
に
対
し
、
竹
内
町
長
よ
り
い

青
少
年
善
行
賞
と
記
念
バ
ッ
ジ
等
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
消
防

団
員
・
署
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

議
ロ
行
の
内
容
は
、
環
境
美
化
二
十
名
、

親
切
な
行
為
四
名
、
動
物
愛
護
二
名
、

孝
養
一
名
で
す
。

議
口
行
賞
受
賞
児
童
生
徒
名

O
磯
浜
小
学
校
六
年
・
関
野
ル
ミ
子

溝
口
恵
美
五
年
・
石
井
一
禎
、
小
沼
大

輔
、
小
沼
治
人
、
川
上
重
高
、
坂
本
一
、

桜
井
達
男
四
年
・
桜
井
潔
、
石
井
裕
介
、

関
野
亮
、
郡
司
夕
子
、
小
沼
由
貴
子
、

川
上
恵
美

。
祝
町
小
学
校
五
年
・
回
出
亜
希

O
大
貫
小
学
校
六
年
・
箪
笥
岳
士
、

村
山
英
史

O
夏
海
小
学
校
六
年
・
大
貫
真
紀
子
、

小
橋
智
津
子

。
第
一
中
学
校
一
年
・
照
沼
雄
ニ

ニ
年
・
溝
口
夏
子
、
助
川
摩
盛
峰

三
年
・
高
橋
久
美
、
照
沼
朋
子
、
幡
谷
伸

子
、
小
ム
笠
美
津
子

O
南
中
学
校
一
年
・
米
川
哲
也

キ品

I
レ
ト
A
山

青
少
年
の
寸
よ
い
行
な
い
」
を

た

た

え

住
み
よ
い
郷
土
大
洗
町
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
町
民
す
べ
て
が
お
互
に

愛
し
あ
い
協
力
し
あ
っ
て
ゆ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

と
く
に
青
少
年
の
善
意
や
親
切
心

を
の
ば
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
明
か
る

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
き
わ
め

て
大
切
な
こ
と
で
す
。

つ

町
で
は
、
よ
い
行
い
を
し
た
青
少
年

に
、
善
行
賞
と
バ
ッ
ジ
を
贈
り
そ
の
善

行
を
た
た
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
が
す
す
ん
で
よ
い
行
い
を
す

る
よ
う
な
風
潮
を
た
か
め
て
ゆ
く
た

め
に
、
こ
の
運
動
を
軒
内
す
み
ず
み

ま
で
広
げ
て
ゆ
く
よ
う
お
頼
い
い
た
し

ま
す
。

善
行
の
い
ろ
い
ろ
;
・
.

し綴少の曜暑の曜襲
、小年人奉命困
地き 。達イ土ゃっ
士或な か j舌財一て
の善 L 動産い
人 1T 訴ををる
達で 日続守人
かも 暫けつを
絶 e てた助
感え れい管け
謝ず てて少た
きく い、年り
れり る地。
て返青域人

あなたの近くに

このような青少年は

りませんか

い
る
青
少
年
。

⑧
公
共
物
を
常
に
大
切
に
し
、
多
く
の

人
達
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
青
少
年
。

惨
動
植
物
を
常
に
愛
し
、
多
く
の
人
達

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
脊
少
年
。

@
そ
の
他
善
行
を
た
た
え
る
に
ふ
さ
わ

し
い
青
少
年
。

推
せ
ん
の
し
か
た
・
@
@

O
よ
い
行
い
を
し
た
脊
少
年
が
い
た

時
は
、
ど
な
た
で
も
、
い
つ
で
も
学

校
、
警
祭
署
、
教
育
委
員
、
青
少
年

相
談
員
、

P
T
A
役
員
、
ま
た
は
子

供
会
役
員
等
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

各
公
的
機
関
の
長
が
、
教
育
委
員

会
に
推
せ
ん
い
た
し
ま
す
。

O
教
脊
委
員
会
で
推
せ
ん
の
あ
っ
た
者

を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
町
長
か
ら

時
点
目
行
青
少
年
と
し
て
「
善
行
賞
、
バ
ッ

ジ
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。



らあ 第169号 (4)

い
ま
、
茨
城
県
で
は
地
域
住
民
の
医

療
の
確
保
と
向
上
を
め
ざ
し
て
、
「
看

護
専
門
職
と
し
て
自
覚
あ
る
皆
さ
ん
」

の
参
加
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
郷
土
の

串
忽
雪
C

ん
の
た
め
、
ま
た
地
域
保
健
活

動
の
場
に
あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
鹿
島
か

な
経
験
と
知
識
と
を
社
会
に
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

茨
城
県
看
護
婦
等
無
料
職
業
紹
介
所

で
は
、
看
護
婦
(
士
)
、
准
看
護
婦
(
士
)
、

保
健
婦
、
助
産
婦
の
方
々
を
対
象
に
職

業
紹
介
と
看
護
業
務
に
関
す
る
棺
談
を

無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
、
ご
利
用
下
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
履
獲
量
百
、
免
許
書
を
も

っ
て
紹
介
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。
震
話

で
の
申
し
込
み
ゃ
ご
相
談
に
も
応
じ
て

鱒
一
一
醒

難
関
麟
蕗
暗
大
金

O
期

日

昭

和

白

年

1
丹
羽
日
(
日
)

雨
天
延
期
の
場
合
は
2
月
2
B
(
日
)

両
日
と
も
に
雨
天
の
場
合
は
中
止

0
時

間

午

前

9
時
1
午
後
3
時

O
場

所

大

洗

サ

ン

ビ

l
チ
内

O
種

g
小
学
校
の
部
・
中
学
校
の

部
・
高
校
・
一
般
の
部

O
参
加
資
格
制
限
な
し

O
参

加

料

無

料

0
時
間
糊
点
灯
則
前
小
中
学
生
の
部
(
優

勝
・
準
優
勝
・

5
位

努
力
賞
)

中
高
校
・
一
般
の
部
(
優

勝
・
準
優
勝
・

3
位
)

を
贈
る
。

原
則
と
し
て
当
日
受

付
け
と
す
る
。

O
凧
の
規
格
自
由
と
す
る
(
手
作
凧
)

O
主
催
大
洗
凧
あ
げ
大
会
実
行
委

員
会

O
問
い
合
せ
は
大
洗
町
役
場
商
工
観
光

課

宮

町

5
1
1
1
・
内
線
制

O
参
加
申
込
み

フ
ェ
リ
ー
入
出
航
日
の
変
更
に
つ
い
て

も百

昭
和
白
年
1
月
よ
り
、

り
入
れ
変
わ
り
ま
す
。

ば
る
な
と
き
っ
ぽ
ろ
丸
の
入
出
航
日
が
、
左
記
の
と
お

おお

看
護
嬬
等
の
免
許
を
持
っ
て
い
る

荏
家
寵
の
皆
機
へ

昭和61年 1R 1 El 

お
り
ま
す
。

ご
相
談
は

月
j
金耀・・・印刷
9
時
初
分
l
m
B
4昨吋町山分

土
曜
・
:
M
9待
加
分
1
州
日
時
初
分

日
曜
・
祝
日
は
休
み

な
お
、
く
わ
し
く
は
茨
城
県
看
護
婦

等
無
料
職
業
紹
介
所

水
戸
市
三
の
丸
3
丁

g
ロ

ロ

宮

0
2
9
2
闘

8
5
7
2

に
、
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

気
が
る
に
椙
談
を

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人

務権

、

長

t

一
月
二
十
四
日

(
金
)

と

午

前

十

時

J
午

後

三

時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
一
一
一
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

(
無
料
)

*
金
銭
貸
母
、
借
地
、

借
家
、

境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

事

生
後
2
ヵ
月
1
3
力
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
1

7
ヵ
月
の
者

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)

生
後
幻
年
日
月
1
日
生
よ
り

生
後
閉
山
年
ロ
月
幻
日
生
ま
で
の
者

生
後
2
ヵ
月
1
3
力
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
i
7
力
月
の
者

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)

対

業

象

名

名

一
般
診
査
及
び
相
談

成
人
病
患
者
及
び
一
般
住
民

v
n
w
d
 

1

/
肘qぺd

l

/伺ρhu
 

l

/肘

子 児

健

診

手L母

中目

手先

子

三

歳

児

健

診

2 1 2 
/1/  
(月)10 1榊 6

手L

健

舌F、
ロラ

1見

母

キ目

る克

「
機
能
由
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
日
(
午
前
9
時
j
午
前
日
時
)

0
1
月
日
日
(
土

)

0

1

月
山
日
(
土
)

0
1
月
お
日
(
土

)

0

1

月
お
日
(
火
)

0
2
月
8
a
(
土
)

午
後
の
部
訓
練
日
(
午
後

l
時
1
午
後

3
時
)

1
月
比
日
(
火
)

J

十
(
専
門
療
法
士
来
所
)

4
日
(
火
)
」

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る
者

0
1
月
幻

B
(
火
)

0
2
月
1
日
(
土
)

受
付
時
間

9 1 131 131 9 1 131 13 
11時114待114時111時114時114待
時001時151時 151時001時 151時15
30分 115分 115分 130分!日分115分
分|分|分 i分 i分 i分

(60.11月現在)大洗町における交通事故の発生状況

数j成増前年同期年本

3 (19) (67) 4 7 ( 86) 

-1丹分行事予定章受
開催場所 i 催 事 内 容

ホ ー ル|臨菌室会ぷ?め式8:30からホーノレにて行なう

リハーサル室 iコールさざなみ会員によるコーラス練首会
大会議室

ホ

発生件数

ム1( 0) ( 1) l o ( 数者死

※( )内は累計を示す。

“密再T日は突通安全の日"あなだが築く突通安全"

入

航

日

出

航

日

大
洗
1
室

蘭

火

・

木

・

土

火

・

木

・

土

(

ば

る

な

)

(

却

時

)

(

目

時

)

大
洗
1
苫

小

牧

日

・

水

・

金

月

・

水

・

金

(
さ
っ
ぽ
ろ
丸
)
(
却
時
)
(
川
崎
時
)

し
た
が
い
ま
し
て
、
月
耀
日
の
大
洗
港
停
泊
は
き
っ
ぽ
ろ
丸
と
な
り
ま
す
。

※
尚
、
通
常
営
業
は
、

1
月
4
8
(
土
)
か
ら
と
な
り
ま
す
。

5 (56) 3 (79) 8 (135) 負傷者数
大洗町が成入者を祝う

( 3院の子豚、あかづきんちゃん)
小学生むけの劇を催す

自動車運転免許所有者で更新のための講習会

ふだん異性と知り合う機会が少ない独身男女の
出合いの場

/レ

ホー/レ

大会議室

大会議室

大洗文化セン
催事名

昭和61年
消防出初め式アトラクション
コーラス練習会

成人者写真撮影会

昭和61年大洗町成人式典

ぬいぐるみ人形劇「劇団しら削工」

運転免許証更新持議留会

集団見合

開始時間

13 : 00-

10: 00-

1事 イ蒲
9 : 00-

9 : 30-

13 :日0-

9 : 00-

し、9 : 00-

募金額

22，800 

19，800 

15，600 

21，600 

6，000 

14，400 
10，800 

9，000 
7，800 

10，800 

8，400 

8，400 

33，793 

12，695 

募金額

36，000 

10，000 

5，000 

5，000 

10，000 

10，000 

5，000 

5，000 

10，000 

10，000 

5，000 

10，000 

5，000 

16，901 

10，000 

15，304 

名

上宿
中信
一下 宿

矢 士着

工F 拓
松)11報国

松)11第一

松)11中部

松)11共励

松)11第二

大谷川

成田

郎

崎葉

県立大洗高等学校

大洗南中学校生徒会

大賞小学校

大洗町役揚職員及ぴ募金箱

磯浜小学校

田I

事業所・団体・個人及び学校
( 5，000円以上寄付者)

大洗町民生委員協議会

大洗町議会議員一間

宮 内銀三郎

久保木福次

重笑 光

小野瀬

小沼吉夫

常湯銀行大洗支底

茨交大洗ホテル

石山

坂本

ノj、橋

松

修

i毎苔 f苫

匝1 名 募金額

IIIJ 1 9，600 

前 2 24，000 

前 3 19，600 

原研住宅 20，100 

原研独身寮 6，799 

動燃夏海寮 10，000 

東北大寮 7，800 

神 山 12，400 

)11 ロ 7，800 
荒 :e、1 26，400 
j兵 欠 6，600 

古 宿 39，000 

中

川

五

募金額

9，600 

15，000 

13，800 

14，200 

14，400 

13，800 

16，400 

24，000 
12，000 

14，100 

16，200 
9，000 

11，900 

18，600 

12，000 

21，500 
21，500 

11，400 

15，100 

14，400 

13，200 

18，600 

15，000 
15，000 

22，000 

18，600 

12，600 

26，100 

15，500 

27，000 

15，600 

13，500 
11，000 
22，000 

10，400 

ハ
U

1
ょっ
μ

1
2
3
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
4
5
6
 

の

の

の

の

の

q
L

つμ
η

L

q

υ

q

u

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

舟

舟

舟

舟

舟

市

対

歳

蔵

蔵

歳

上

上

上

中

市

T

北

北

南

南

角

角

角

角

角

角

角

名町昭和的年度

十
月
一
日
か
ら
例
年
行
な
わ
れ
て
い
養
護
、
保
育
所
等
の
社
会
福
祉
施
設
、

る
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
町
ま
た
、
各
市
町
村
地
域
の
中
で
福
祉
の

民
各
位
の
暖
か
い
ご
理
解
と
、
募
金
泰
子
を
必
婆
と
す
る
人
々
に
対
す
る
福
祉

仕
者
で
あ
る
町
内
会
長
、
事
業
所
団
体
の
向
上
の
為
に
、
各
地
区
の
社
会
福
祉

各
学
校
等
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
協
議
会
の
事
業
の
資
金
と
し
て
公
平
に

に
よ
り
三
百
一
一
一
拾
七
万
五
千
八
百
三
十
配
分
き
れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
つ

八
月
(
ロ
月
5
日
現
在
)
の
寄
付
金
が
て
お
り
ま
す
。
各
町
内
及
ぴ
事
業
所
国

ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
体
等
の
方
々
よ
り
ょ
せ
ら
れ
た
結
果
は

茨
城
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
よ
り
別
表
の
と
お
り
で
す
。

暖
か
い
地
域
社
会
を
作
る
と
い
う
願
い
尚
、
未
整
理
の
釘
内
も
わ
ず
か
あ
り

を
こ
め
て
民
聞
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
ま
す
が
、
蚤
ね
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

た
め
、
老
人
、
心
身
障
害
児
者
、
母
子
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

間報告 (12月5El現在)

3事375雪838円
地臣室一覧十品

募金額

永 4

永 5

刀( 6 

刀( 7 

永 8
刀く 9 

オ( 10 

永 11

氷 12

永 13

永 14

水 15の 1

永 15の2

永 16のl

永 16の2

永 16の3

永 17

髭 1

主[， 2 

髭 3

髭 4

霊[， 5 

髭 6

髭 7

髭 8

童三 9 

童三 100)1 
霊F， 100) 2 

霊[， 11のl

髭 11の2

髭 12

霊色 13 

寺 1
寺 2

寺 3

12，000 

28，400 

19，000 

19，400 

15，000 

21，600 

39，200 

18，600 

21，000 

30，000 
31，800 

27，900 
21，000 

36，000 

34，800 

34，200 

21，000 

26，600 

17，200 
14，300 

15，700 

23，900 

18，600 

14，500 

15，000 

19，800 

37，800 

53，600 

34，900 

33，500 

21，000 
8，900 

18，000 
14，400 

12，300 

名町募金額

2
3
4
5
6
7
8
1
2
1
2
3
1
2
1
2
1
2
4
5
1
2
3
6
1
2
3
8
9
m
H
ロ
1

2

3

の

の

め

の

の

の

の

の

の

の

の

の

め

つゐ

1
i

ー
よ
り
ム

n
L

つd
q

J

R

υ

「

D
r
D

ヴ

t
ヴ
d

門
/

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

松

松

通

通

過

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

永

永

永

26，400 

22，800 
20，300 
22，600 

6，600 

10，200 

12，000 

23，900 
27，000 
8，500 

21，100 

14，000 

12，500 

7，100 

10，600 

6，400 

14，400 

21，000 

11，400 
21，200 

19，200 
14，400 

24，600 
20，900 

15，000 

11 ，400 

19，800 

18，000 

40，200 

16，500 

16，600 

12，400 

14，200 

16，300 

9，800 

名11fT 募金額

日月 1 
日月 2 

明 3の上
明 3の下

明 4

明 5

明 6
明 7
明 8のl

明 8の2
明 9

自月 10 

明 11のl

明日の2

東光台

- 1のよ
ー 1の下

一 2
3 

4 

- 5 

汐見ヶ丘

二 1

二 2

二 3
仲 2

f中 3

仲 4

金 l

金 2

金 3

金 4

金 5
キ兄 1 

祝 2のl

27，600 

29，200 

20，400 

15，000 

15，000 

33，600 

19，500 

30，000 

12，000 

10，000 
22，800 

15，000 

36，500 

53，400 

53，400 

23，000 

24，600 

22，900 

16，700 

10，000 

11，000 

15，600 

32，500 

30，800 
34，900 

15，000 
28，300 

19，000 

14，800 

15，400 

21，000 

27，400 

22，800 

45，600 

22，200 

名町


